




On Relationship between Original Body Expression Ability of 
Creative Dance and Original Thinking Ability 
 






The purpose of this study is to make clear the relationship between original body 
expression ability of creative dance and original thinking ability. For this purpose, the 
relation between scores of body expression of creative dance and creativity test scores 
by 93 female junior college students were analyzed. Those students are not dancing 
specialists. 
The major findings are as follows:  
Three components are extracted by principal component analysis. The first 
component whose name is “original thinking and standing in lines” supports the first 
hypothesis. The first hypothesis is that if a group stands in various lines and original 
lines, the member’s original thinking score will be high. 
The second component whose name is “movements” supports the second hypothesis. 
The second hypothesis is that even if a group expressed many movements and original 
movements, the member’s original thinking score will not be high. 
The third component whose name is “low original thinking” shows a new viewpoint. 
The new viewpoint is that even if the member’s original thinking score is low, they can 
create impressive dance. 
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まず、1 2 グループの表現した動きに着目すると、移動の動きの数は 42あり、すべて
立位で行なわれた。移動の動きを脚の運びごとにバリエーション数を挙げると、「歩き」は、
行進が 14、ボックスが 4、サイドステップが 3、フォワードステップが 1、サイドツース
テップが 1 となった。「跳躍」は、ホップが 5、ジャンプが 2 となった。「回転」は、歩き
が 4、片足軸が 1、側転が 1、ジャンプが 1 となった。「走り」は、駆け足が 2、スキップ
が 2、ツーステップが 1となった。また、非移動の動きの数は 32あり、全身の位置ごとに
バリエーション数を挙げると、「立位」は、両足揃えが 12、両足開きが 4、膝の屈伸が 3、
足踏みが 3 となった。「座位」は、片膝が 4、両膝が 2、しゃがむが 2 となった。「臥位」
は片手支持が 1となった。 
これら、移動と非移動を合計した 74の動きの内、出現頻度が 1グループのみで独創点が







と、円は 19、横 1列は 10、横 2列は 9、縦 2列は 7、V字は 6、縦 1列は 5、2重円は 4、
縦 3列は 3、十字形は 3、M字形は 2、Y字形・横 3列・∞形・U字形の各バリエーショ
ンは 1となった。 
これら 72の並び方の内、出現頻度が 1グループのみで独創点が 5点の並び方の数は 63、
4点は 5、3点は 3、2点は 0となった。また、出現頻度が多くて独創点が 1点の並び方の















表 1 身体表現能力間の相関係数 
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Pearsonの相関係数 rと有意確率(p).  
両側の有意判定 ＊p<0.05,**p<0.01. (N=12) 
 
－35－ 



















ると、表 2 に示すように、有意確率 5％以下には達しないものの、並び方の数と異態再生
点（r=0.531,p=0.075）と、並び方の独創点と異態再生点（r=0.555,p=0.061）の相関係数
は比較的高い値を示した。 
表 2 TCT創造性検査 5段階評価得点と身体表現能力の相関係数 
































Pearsonの相関係数 rと有意確率(p).  


















表 3 TCT創造性検査 5段階評価得点と身体表現能力の主成分分析 
 第 1主成分 第 2主成分 第 3主成分 
並び方の数 0.765   
並び方の独創点 0.759   
異態再生点 0.752   
同態再生点 0.673   
課題変形点 0.613   
動きの数  0.920  
動きの独創点  0.736  
課題依存点   0.888 
固有値 3.021 2.165 1.204 
寄与率 37.8％ 27.1％ 15.1％ 
累積寄与率 37.8％ 64.8％ 79.8％ 
主成分名 第 1主成分 独創的思考と並び方 
第 2主成分 動き 
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表 4 グループの主成分得点 
グループ番号と発表テーマ 第1主成分 第2主成分 第3主成分 筆者の評価 
1 ももいろ組体操 0.63 1.03   0.37 ○ 
2 聖者の行進 1.60 -0.72 -0.01  
3 風車 -0.29 0.62 -1.11 ○ 
4 沖縄のディズニーランド 0.76 -0.65  1.22 ○ 
5 求愛 -1.59 -1.04  0.28  
6 WV -0.19 0.37  2.31 ○ 
7 無題 -1.00 1.29  0.37  
8 友情 0.65 0.90 -0.58 ○ 
9 パレードっぽいパレード -0.64 -2.07 -0.45  
10 よろこび -1.30 0.69 -0.87  
11 ディズニーランドでこま
をまわそう 1.09 -0.03 -0.99 ○ 




第 1主成分 独創的思考と並び方 
第 2主成分 動き 
第 3主成分 常同的思考 
 
図 1 主成分散得点布表 























図 2 主成分散得点布表 
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得点も高い｣とした仮説 1 は、TCT 創造性下位検査の言語性検査においては、充分で
はないが示されたと言えよう。 
3) ｢グループで表現される動きの数や動きの独創点が高くても、メンバーの独創的思考得
点は高くはない｣とした仮説 2 は、TCT 創造性下位検査の非言語性検査において、か
なり示されたと言えよう。 
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